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Abstract We have dismantled and restored Long Duc Dien that is a architecture at Hue Royal Palace in Nguyen 
dynasty, during from 2005 to 2010. The purpose of this study is to supply the academic information of 
science for architectural history, preservation and restoration, to Hue Monuments Conservation Center that 
is a research institute at Hue. At the result of this study, we have made clear the original size plan and the 
architectural technique of Long Duc Dien that was built in the early years of 18th century. 
 



































































































































4.1  2005年度の成果 
①2005 年 7 月 21 日から 8 月 8 日まで，東京大
学坂本研究室によって隆徳殿 1／1 の接合部模型
を使って強度実験が行われた． 
②第１次調査は，2005 年 8 月 16 日から 31 日ま
で行われた．水平力による柱の変位については，





力 9.45KN に対して D4 柱柱が変位 3.02 ㎜，変位
角 1/1.423rad．であり，南北方向は最大加力













て 77 ㎜，正殿身舎柱内転びが 83 ㎜，正殿前庇柱
内転びが 73 ㎜であったと考えられる．また平面計
画は，越尺（1 尺=424 ㎜）で，桁行が中間 9 尺，
第 1 脇間 8.3 尺，第 2 脇間 6.9 尺，端間 6.2 尺，梁
行が正殿中間 9 尺，脇間 6.9 尺，端間 6.2 尺，前殿
中間 8.65 尺，脇間 6.2 尺と推定される． 
  








平方向に 90 ㎜変位した． 
⑧隆徳殿修復のための仮設計画すなわち仮設図
（平・立・断面）および仕様をまとめた． 





4.2  2006年度の成果 
①第 3 次調査が 2006 年 8 月 17 日から 9 月 1 日
まで行われ，素屋根および西側部材保存小屋を建
設した．また 8 月 21･22 日に隆徳殿の北西角から
北に６ｍ，西に 0.3ｍの位置で地下 17.2ｍまでボー
リングし，地質調査を行った． 
②第 4 次調査が 2007 年 2 月 26 日から 3 月 26





③2007 年 3 月 6 日から 18 日まで隆徳殿の解体
を行った．3 月 6 日にヴィエトナム式の起工式を
行い，解体は基壇を残してすべて解体された．解
体部材は西側・南側保存小屋に格納された． 




















討し，７月 15 日～17 日にフエ遺跡保存センター
と事前の打合せを行った． 
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に 80 ㎝×80 ㎝×75 ㎝の煉瓦積み独立基礎を設置
した．これは修理前の礎石が 80 ㎝厚の基壇砂地盤

















月 12 日上棟式を執り行った． 
③2008 年１月４日（日）から 10 日（土）まで
第２次臨時調査を行い，垂木の修理を行った．こ
れ以前に，母屋桁の取付が完了していた． 
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学会大会(中国)，2008 年 9 月 20 日，広島大学 
白井裕泰・中川武「隆徳殿の原寸図について－
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2007 年度日本建築学会大会(九州)，2007 年 08
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6.4〔その他〕 
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